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1. 研究背景 

 現在，既存の資本ストックに対し，経済的かつ効率的な維持管理への需要が高い．そのため，維持修繕工事

等で発生するアスファルト廃材の積極的な再生利用を推進する現状がある．しかし，繰返し再利用する再生骨

材の増加，改質アスファルト使用した再生骨材の活用，再生用添加剤の使用等の理由から，使用再生骨材に付

着する旧アスファルトの種類や劣化の程度，および骨材部分の状態は不明確であり，運用マニュアルが未整備

である．そこで，基準に満たない再生骨材を配合したアスファルト混合物の物性評価から，新規材料を用いて

配合したアスファルト安定処理路盤材との比較を行った． 

 

2. 再生骨材の物性およびアスファルト安定処理路盤材の配合設計 

表— 1  再生骨材の物性値              表— 2 再生骨材の配合率 

北陸地方整備局設計要領に基づき，

再生骨材の混入率を RAP0%，10%，

20%，30%の割合を想定し配合設計を

行った．又，既往の研究¹⁾より再生

骨材の配合率が 70%を超えると粒度

調整が難しくなること，30%を超える

と引張強度比が顕著に低下すること

が分かっており、本研究では外した． 

 

図— 1  RAP 0% の配合設計 

 

3. 修正ロットマン試験による耐水性の評価 

 

図— 2 から規格外再生骨材を配合した場合，配合率が大

きい程，間接引張強度は大きくなる．一般に，再生骨材を

配合した供試体はバインダーの劣化により硬くなると言わ

れており，間接引張強度の結果から同様のことが認められ

る．また既存の研究¹⁾でも指摘される通り，再生骨材配合

の有無に関わらず，水浸養生を施した条件は，標準養生し

た供試体より間接引張強度が小さい．これは骨材とアスフ

ァルトバインダー間への水の侵入により，内部応力への抵

抗力が小さくなることが原因と考えられる． 

図— 2 再生骨材の配合率と間接引張強度  



AASHTO１⁾ における規格では，TSR は，70%

以上で耐水性に関して問題はないとしている．

しかし，図— 3 では 0%，30% 共に 70%未満で

あり，基準を下回っている．修正ロットマン試

験で用いる供試体を作製するにあたり，上層路

盤の配合設計に基づき，空隙率を調整した．上

層路盤の配合設計が起因して，空隙率が大きく

なり，浸入する水分量が多くなったことが原因

と考えられる．しかし，再生骨材の配合率 0%

においても，基準を満たしていないので再度検

証が必要である．             図— 3 再生骨材の配合率と間接引張強度比(TSR２⁾)の関係 

 

また，空隙率はそれぞれ 7.8%と 9.1% に設定している．30% の再生骨材の配合した供試体は，TSR が大き

く出た．これは，上述した理由と同様に，空隙率が大きいため，浸入する水分量が多くなったことが原因と考

えられる． 

 

図— 4 は既存の NEXCO 高速道路における表

層・基層の配合設計を用いて，実施された修正ロ

ットマン試験の結果である．²⁾ 空隙率は全ての

配合において，6%としているため空隙率の大きさ

による影響を受けない． 

図— 4 は，再生骨材配合率の増加により TSR は顕

著な低下をしないことを示す．むしろ配合率 25%

では増加する．40%では，TSR69%で基準を満た

していない．再生骨材の配合により，細粒分の増

加，アスファルトバインダーの劣化が生じる傾向

にあるが，水分がアスファルトバインダーと   図— 4 再生骨材の配合率と間接引張強度比(TSR)    

骨材の間に侵入し，内部応力により，骨材分離を 

進展させる程度は，再生骨材を配合していない状態と大差がないと考えられる．つまり，再生骨材の配合は，

供試体の耐水性における影響が小さいと考えられる． 
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１ American Association of State Highway and Transportation Officials アメリカ合衆国高速道路の規格

に関する基準設定機関 

２ 耐水性を評価する指標  TSR= 
劣化有供試体の引張強度[kPa]

劣化無供試体の引張強度[kPa]
 


